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「
あ
す
へ
の
話
題
」 

第
二
十
四
回 

／ 

一
心
万
宝 

地
球
の
裏
側
に
ま
で
ミ
エ
コ
聞
い
た
か
と
訴
え
る
友
人
た
ち
に
、
ブ
ー
タ
ン
人
ら
し
く
落

ち
着
け
と
笑
っ
た
。「
ブ
ー
タ
ン
の
政
治
改
革
は
民
の
意
識
改
革
。
リ
ー
ダ
ー
の
色
に
染
ま
り

す
ぎ
る
欠
点
が
あ
る
か
ら
、
65
歳
で
も
遅
い
わ
よ
」。
冷
た
い
人
だ
と
叱
ら
れ
た
。
冷
た
い
の

は
ど
ち
ら
、
王
の
身
に
な
っ
て
み
ろ
と
怒
っ
た
。「
敬
愛
す
る
父
を
失
っ
た
悲
し
み
の
ど
ん
底

で
即
位
の
祝
い
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
16
歳
の
心
を
想
え
。
大
事
の
時
に
師
と
仰
ぐ

人
を
失
っ
た
、
若
者
の
不
安
を
想
え
。
血
の
通
う
人
間
な
ら
、
我
が
子
に
あ
ん
な
思
い
は
さ

せ
た
く
な
い
と
考
え
る
の
が
当
た
り
前
で
し
ょ
う
！
」 

国
民
は
「
永
遠
に
玉
座
に
と
さ
え
祈
る
の
に
」
と
猛
反
対
。
あ
る
農
村
の
長
老
は
「
65
歳

を
と
う
に
超
し
た
私
が
現
役
だ
。
若
す
ぎ
る
」
と
怒
っ
た
。
し
か
し
国
王
は
淡
々
と
説
く
。「
憲

法
は
民
の
た
め
。
１
０
０
年
先
の
国
の
た
め
。
王
の
た
め
に
書
く
も
の
で
は
な
い
。
国
家
が

喪
に
服
す
と
き
、
王
位
継
承
は
リ
ス
ク
を
孕
む
。
即
位
は
皆
が
揃
っ
て
祝
え
る
時
が
好
ま
し

い
」。
珍
し
く
感
情
的
に
な
っ
た
某
新
聞
の
論
説
は
「
最
も
議
論
さ
れ
た
一
条
が
改
訂
不
可
能

と
は
皮
肉
」
と
意
見
し
た
。 

一
心
万
宝
。
謁
見
を
賜
る
度
に
思
い
浮
か
べ
る
言
葉
だ
。
賢
君
の
信
念
を
継
ぎ
、
民
一
心
、

世
界
の
宝
と
な
る
民
主
制
の
育
成
を
と
祈
る
…
。 

そ
し
て
昨
年
12
月
、
建
国
記
念
日
の
祝
典
で
、
国
王
は
「
２
０
０
８
年
に
皇
太
子
が
雷
龍

王
五
世
と
し
て
即
位
す
る
」
と
発
表
。
65
歳
ど
こ
ろ
か
、
52
歳
で
退
位
す
る
決
心
を
明
ら
か

に
し
た
。
憲
法
発
布
で
若
返
る
国
造
り
の
節
目
に
と
の
御
意
。
衝
撃
に
国
民
は
言
葉
も
な
か

っ
た
。「
本
物
の
指
導
者
は
、
引
き
際
を
知
り
潔
く
去
る
。
ご
立
派
」
と
褒
め
て
友
人
た
ち
を

ま
た
怒
ら
せ
た
。 

国
民
投
票
を
控
え
た
ブ
ー
タ
ン
の
憲
法
に
、
雷
龍
王
四
世
即
ち
国
王
直
筆
の
一
条
が
あ
る
。

「
雷
龍
王
は
（
中
略
）
65
歳
に
て
退
位
と
す
る
」 
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